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●Robotインターフェース：アク
チュエーターコントロール、次
世代ロボットインターフェース
開発、極限環境コントロールイ
ンターフェース、リハビリロボ
開発。●Entertainment：筋電
による2足歩行ロボット、各種
ラジコン操作、●その他生体
信号に関する各種研究、開発
協力。

次世代ロボット開発において
は、意識下・無意識下にかか
わらず、生体の状態をシステ
ムに伝えるインターフェースの
必要性は明白であり、あらゆ
るシステムへの組込などが想
定可能。また、今後に向けた
研究成果発表も積極的に行っ
ていく。

展開・事業実績 今後の展開ビジョン

生体信号をインターフェースに活用、各種装置の動作につなげる。

▼ロボラボ EYE

●生体から得られる心電、筋電波形などの生体
信号。従来は医療用として使われている。その
データを、ロボットの動作信号にするなど、多用
途に応用。
⇒生体信号をモニターする既存の機器は、　　

医療機器であるため、高い信頼性が必要とされ、
非常に高価なため、素晴らしい技術であるにも
かかわらず、研究を除いては医療以外の分野で
普及していない。同社では、高い信頼性は維持
しつつも、これらの技術を応用した機器を安価　
　に開発、販売。ソフトウェア技術により、その応
用を誰でも簡単に行う事を可能にしている。
⇒誰でも簡単に生体信号の応用を行えるこ
　 とで、機械と人との新たなコミュニケーション手
　段、ひいては人と人とを繋ぐ新たなコミュニケー
　ション手段として、無限の可能性が広がる。
⇒同社開発システムは、十分な信頼性と個
　 人でも利用可能なコストを実現しており、
　貸し出し、イベント等も実施している。

筋電を使ったパフォーマンスを行うメディア

アーティストへの機材供給／モーターコン

トロールソフト、ポリグラフリアルタイム処

理開発／イベント事業／生命科学研究

その他の技術・開発事例

ロボットラボラトリー主催起業塾1期生。循環器、心臓血管外科医

師である代表取締役の得丸が研究成果を活かし、多業種の協力

者と起業。高度な医療機器技術を用いた生体信号ロボットインター

フェース応用を趣旨に活動。研究機関、大手企業との共同研究開

発も行う。生体信号の応用案件においては、研究者の人的ネット

ワーク、技術・知識・経験・アイデアとも、比類なき存在。　　
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「小型無線生体信号アクイジョンシステム」
小型軽量安価な生体信号無線アクイジョンシステムキットのデモ用完成機。

筋電、心電などの生体電気信号を4ch同時に計測し、PCへ無線伝送。PCに

はRS232Cデータとして入力されるため、汎用利用開発が可能となる。また、

同社開発ソフトウェアで様々な機器のコントロール、インターフェースとして

の操作などができる。

⇒無線アクイジョアン本体、受信機、ソフトウェアのセット

⇒充電池により、約6時間程度の連続計測が可能

【応用例】

・二足歩行アミューズメントロボット操作への応用

・筋電によるマジックハンド（無人探査機、手術ロボットなど）操作

・運動時の脈拍監視

・非拘束での筋電採取、記録（研究分野での応用）

医療分野だけで用いられてきた生体信号計測技術を

インターフェースとして使用するという試みは、現在、さ

まざまな分野で注目されており、ロボットのみならず、

自動車や家電への応用などにも期待が持たれている。


